
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 所沢市の財政について、わかりやすくお伝えするために発行している所沢市財政トークス。 

 今号は、令和２年度予算について、「１ 当初予算総額」「２ 歳入当初予算」「３ 歳出当

初予算」「４ 補正予算（４月・5 月分）」の４本立てでお送りします。 

 財政に詳しい方も、普段あまりなじみのない方も、この機会に、所沢市の財政について新

しい発見をしていただき、興味を持っていただけたら幸いです。 
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第３０号「令和２年度当初予算・補正予算（４月・5 月分）」 

所沢市財務部財政課 令和２年５月発行 

 

 

 

 

 ３月 27 日に議会で予算案が可決され、令和２年度当初予算額が決定しました。 

予算総額は、一般会計で 1,064 億円、特別・企業会計を含めると、1,932 億

5,169 万円となりました。 

 

 

 

 

 

一般会計予算額は、平成 30 年度に初めて 1,000 億円を超え、昨年度に過去最大と

なり、今年度はそこからやや減額となりました。 

この要因としては、これまで取り組んできた投資的事業（工事費を始めとしたハー

ド事業など）のうち大きな事業が終了したことなどが挙げられます。 

また今年度予算は、「人を中心にしたマチづくり」を意識しながら、投資的事業も引

き続き実施する、「人と人の絆」「自然との調和」を未来(あす)に伝えていくための予算

となっています。名付けて、『次代へつなぐ 未来（あす）への架け橋予算』！！ 

次のページからは、その内容についてお伝えしていきます。 
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消費税率 10％への引き上げに伴う増収分を見込んだものです。なお増収分の交付

金は、社会保障財源（福祉、保険、医療）に充てることとしています。

 

 東部クリーンセンター長寿命化工事費の減額、市民文化センターミューズ改修工事

終了などの影響で、工事等のために国や銀行から借り入れを行う市債が減額となり

ました。 

 

 令和元年 10 月からの幼児教育・保育の無償化により、保育園の保育料が大幅な減

額となりました。なお、減額分の一部については、国・県支出金が配分されます。 

 

繰入金 

52 億 575 万円 4.9％ 

基金（財源の調整や、特定の 

目的のために積み立てている 

貯金）の取り崩し額 

市税  

523 億 4,147 万円 49.2％ 

市民の皆さんや法人に納めていた

だく、市民税や固定資産税など 

国・県支出金  

273 億 8,604 万円 25.8％ 

特定の事業に対し、国や県から配分

される補助金など 

地方消費税交付金  

69 億円 6.5％ 

県から交付される 

地方消費税 

市債  

62 億 8,020 万円 5.9％ 

道路や施設の工事などにあたり、 

国や銀行などから借り入れる額 

使用料・手数料  

15 億 1,476 万円 1.4％ 

施設の使用料や証明発行手数料 

など 

地方交付税  

15 億円 1.4％ 

自治体の財政力に応じて、 

国から配分される収入 
その他  

52 億 7,178 万円 4.9％ 

前年度からの繰越金や保育料、 

ふるさと納税による寄附金、 

その他の収入 

２ 

 

総額 
1,064 億円 
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所沢市の一般会計予算総額 1,064 億円を、県内で人口同規模の市や近隣市と比べて

みたところ、以下のようになりました。 

こうして見ると、人口と予算額はある程度比例しており、人口１人当たりの予算額

は概ね似通った数字となっていることがわかります。県内の市の行政には、大体この

ぐらいの予算が必要なんですね。 

消防費 

40 億 4,522 万円 3.8％ 

埼玉西部消防組合への負担金や、 

消防団、その他防災に係る費用 

民生費 

497 億 7,859 万円 46.8％ 

高齢者福祉、障害者福祉、生活福祉、

児童福祉、母子福祉、国民健康保険

や介護保険の一部などに要する費用 

衛生費 

129 億 9,340 万円 12.2％ 

健康増進、疾病予防、環境への取り組み、

ごみ収集・処理などに要する費用 

教育費 

111 億 8,478 万円 10.5％ 

学校の整備や運営、生涯学習、 

スポーツ振興などに要する費用 

土木費 

106 億 9,060 万円 10.1％ 

道路や河川、公園などの整備などに

要する費用 

総務費 

96 億 8,748 万円 9.1％ 

市役所の運営、広報、選挙、市税の

賦課徴収などに要する費用 

公債費 

66 億 90 万円 6.2％ 

国や銀行などから借り入れた 

市債の返済に要する費用 

その他  

14 億 1,903 万円 1.3％ 

議会運営、商業・産業・農業の 

振興、災害復旧などに要する費用 

 

総額 

1,064 億円 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出には、前ページの「目的別」、このページの「性質別」の２通りの分け方があ

ります。ちょっとわかりづらいこの２つの違いを、目的別の民生費を例に見ていきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

このように、目的別の中のいろいろな費用を、考え方を変えて分類し直したものが

「性質別」で、自治体の財政の特色などを測る指標としても活用されています。 
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扶助費 

279 億 2,476 万円 26.3％ 

生活困窮者や障害者、児童等に対する

支援にかかる費用 

人件費  

200 億 4,630 万円 18.8％ 

職員の給与や議員の報酬などに 

かかる費用 

 

補助費等 

155 億 1,751 万円 14.6％ 

各種団体への助成金のほか、市が支

払う保険料など 

 物件費 

168 億 7,253 万円 15.9％ 

他の項目に分類されないもので、消

耗品や委託料などの、消費的な費用 

普通建設事業費 

110 億 3,501 万円 10.4％ 

道路や学校、その他の公共施設の 

改修などにかかる費用 

公債費 

66 億 90 万円 6.2％ 

国や銀行などから借り入れた 

市債の返済にかかる費用 

繰出金 

65 億 8,823 万円 6.2％ 

国民健康保険や介護保険の 

運営などのため、一般会計から 

特別会計に繰り出す費用 

 

その他  

18 億 1,476 万円 1.6％ 

公共施設の補修・修繕、 

災害復旧にかかる費用、 

予備費など 

総額 
1,064 億円 
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３・４ページで歳出予算について見てきましたが、 

ここでは、前年度と比較し、特に増減の幅が大きい 

ものについてご紹介します。 

 

 

 

山口中学校の既存擁壁の改修工事（前年度当初予算比＋5 億 2,642 万円）を始めとする公共施

設の改修などの影響により、増額となりました。 

 

 

市民文化センターミューズ改修終了による工事費の減額（同▲39 億 8,722 万円）が大き

な要因となりました。また米軍所沢通信基地内の東西連絡道路整備事業終了（同▲5 億

131 万円）なども影響しています。 

 

 

主な減額要因として、東部クリーンセンター長寿命化工事費（同▲20 億 4,822 万円）が

挙げられます。 

 

 

 

 

今年度からの制度改正による、会計年度任用職員に係る報酬や手当など 30 億円超

を人件費として計上したことで、大きく増額となったものです。 

 ※昨年度までの臨時的任用職員制度による賃金や一部の非常勤特別職に係る報酬等が、会計年度任

用職員制度に組み込まれ、これらの費用が、昨年度までの「物件費」から「人件費」へと変更に

なりました。 

 

 東部クリーンセンター長寿命化工事費（前年度当初予算比▲20 億 4,822 万円）、市民文化セン

ターミューズ改修工事費（同▲39 億 8,722 万円）等の影響により減額となりました。 

一方、増額となったものでは、工事が本格化する所沢駅西口の歩行者デッキ工事（同

＋4 億 4,719 万円）、山口中学校の既存擁壁の改修工事（同＋5 億 2,642 万円）などが挙げられ

ます。 

 

 

 会計年度任用職員制度の影響が大きく、減額となりました（人件費を参照）。 

 一方、委託料については、消費税率の改定や最低賃金の上昇などの事情により増額

となっています（同＋8 億 5,979 万円）。 
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私たちの生活に大きな影響をもたらしている新型コロナウイルスですが、本市では、

特別定額給付金のほか、市独自のものも含めさまざまな支援を行うため、4 月から５月

にかけ、３度にわたり補正予算を計上しました。 

※例年では 6・9・12・３月の年 4 回、所沢市議会定例会が行われており、これに合わせて補正予算を提出していますが、今回

は、速やかな対応を行うため、６月定例会を待たずに補正予算を計上したものです。 

 

 

 

→新たにテイクアウトや宅配を開始する飲食店に対し、費用を支援（最大 10 万円） 

→雇用調整助成金の申請書類作成を、社会保険労務士による個別相談にてサポート 

 

 

 

 

 →「音楽のあるまちづくり」協力ミュージシャン等や店舗等への給付金（1,700 万円） 

 →観光大使 JAY’S GARDEN に市制施行 70 周年記念ソングの制作を依頼（20 万円） 

 →商店街に対する給付金（1 万円/加盟店） 

 →本市の伝統芸能である雛人形等を制作する２事業者への給付金（20 万円/事業者） 

 →感染拡大が落ち着いた後、市内プロスポーツチーム等と連携したイベントの開催（20 回） 
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